
二
〇
二
三
年
は
、
日
本
とA

SEA
N

と
の
友
好

協
力
五
〇
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、
人
事

院
は
、
各
国
に
お
け
る
公
正
な
公
務
員
制
度
の
構

築
に
向
け
た
各
種
の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
に
よ
り
社
会
が
一
層
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ

て
、
日
本
とA
SEA

N

の
各
国
が
、
強
い
結
び
つ

き
と
文
化
的
な
共
通
性
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
人
事
行
政
分
野
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
情
報
の
交
換
を
通
じ
て

互
い
に
学
ぶ
こ
と
が
、
時
代
環
境
に
即
し
た
公
務

員
人
事
管
理
を
進
め
て
い
く
上
で
よ
り
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
人
事
院
は
、

A
C

C
SM

（A
SEA

N

公
務
協
力
会
議
）
＋
３

（
日
中
韓
の
協
力
）
に
よ
る
枠
組
み
に
、
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

加
え
、
各
国
の
代
表
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
議
論
を
通
し
て
、
各
国
が
直
面
し
て
い

る
数
々
の
人
事
管
理
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
専
門
的
知
見
や
好
事
例
の
共
有
を
目
的
と
し

て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
日A

S
E

A
N

友
好
協
力
五
〇
周
年
記
念
事

業
の
背
景

二
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要

　人事院は、９月27日（水）に東京において、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）各国、中国、韓国及びオー
ストラリアの13か国から公務員人事管理に携わる幹部職員を招き、「The Future of Civil Service」（公
務の未来）をテーマとする国際シンポジウムを開催し、各国公務が直面する課題とそれへの対応、未来の
公務に向けた各国の取組などについて議論しました。本稿では、シンポジウムの概要を紹介します。

　国際課

■日ASEAN友好協力50周年記念事業■

国際シンポジウム「The Future of Civil Service」の開催
～ ＡＳＥＡＮ諸国との人事行政分野における国際協力の推進 ～

日時：令和５年９月27日（水） 13:30～17:40

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

（
対
面
及
び
日
本
語
と
英
語
の
同
時
配
信
）
で
開

催
さ
れ
、
日
本
の
基
調
講
演
、
各
国
発
表
、
討
議

の
順
に
進
行
し
ま
し
た
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細

を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

㈠
　
開
会

開
会
に
当
た
り
、
人
事
院
の
柴
﨑
澄
哉
事
務
総

長
は
、
各
国
代
表
団
の
来
日
に
謝
意
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
各
国
の
描
く
「
公
務
の
未
来
」
の
実
現

に
向
け
てA

C
C

SM

＋
３
の
関
係
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
協
力
関
係
を
築
く

礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
、と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
カ
オ
・
キ
ム
ホ
ン(K

ao 
K

im
 

H
ourn) A

SEA
N

事
務
総
長
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
カ
オ
・
キ
ム

ホ
ン
事
務
総
長
か
ら
は
、「
五
〇
年
と
い
う
長
き

に
わ
た
る
日
本
とA

SEA
N

の
友
好
関
係
は
人
と

の
つ
な
が
り
や
相
互
理
解
を
促
進
し
て
き
た
が
、

各
国
国
民
に
よ
り
良
い
公
務
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
こ
の
協
力
関
係
を
一
層
強
化
し
た

い
。「
公
務
の
未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
変
化

し
続
け
る
国
民
の
期
待
に
公
務
が
応
え
る
と
い

う
、
各
国
公
務
共
通
の
責
任
を
反
映
し
て
い
る
。

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
、

A
C

C
SM

＋
３
の
下
で
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
協
力

人事行政報告
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の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
よ
り
、
日
本
とA

SEA
N

の
協
力
関
係

が
一
層
深
ま
る
と
確
信
し
て
お
り
、
人
事
院
に
は

今
後
と
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

㈡
　
日
本
の
基
調
講
演

最
初
に
、
人
事
院
の
米
村
猛
総
括
審
議
官
か

ら
、「
公
務
の
未
来
」
と
題
し
て
、
日
本
が
直
面

す
る
人
事
行
政
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
人
事
院
の
問
題
意
識
と
し
て
、
行
政

課
題
の
一
層
の
複
雑
化
や
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
業
務

改
革
ツ
ー
ル
の
登
場
、
公
務
員
志
望
者
の
意
識
変

化
な
ど
、
公
務
員
人
事
管
理
を
め
ぐ
る
大
き
な
環

境
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
三
本
柱
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
一
つ
目
の
柱
と
し
て
、
公
務
組

織
を
支
え
る
多
様
で
有
為
な
人
材
の
確
保
の
た
め

の
一
体
的
な
取
組
を
挙
げ
、
公
務
員
採
用
試
験
の

申
込
者
数
の
減
少
や
若
手
職
員
の
離
職
者
数
の
増

加
と
い
う
状
況
の
中
で
、
採
用
戦
略
の
大
胆
な
変

革
が
急
務
で
あ
り
、
受
験
可
能
年
齢
の
引
下
げ
な

ど
の
採
用
試
験
改
革
、
採
用
時
の
給
与
水
準
の
改

善
、「
民
間
と
公
務
の
知
の
融
合
を
目
指
し
た
」

民
間
人
材
の
活
用
促
進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
つ
目
の
柱
と
し
て
、
職
員
の
個
々
の

成
長
を
通
じ
た
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を

挙
げ
、
職
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
主
体

的
な
学
び
の
促
進
や
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上

に
資
す
る
人
事
管
理
の
推
進
の
必
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
三
つ
目
の
柱
と
し
て
、
多
様
な
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
とW

ell-
being

の
土
台
と
な
る
環
境
整
備
を
挙
げ
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
装

す
る
た
め
の
制
度
改
革
や
、公
務
版
「
健
康
経
営
」

の
推
進
を
紹
介
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
構
築
す
べ
く
、「
人
事
行
政
諮
問
会
議
」

を
設
置
し
て
課
題
横
断
的
な
議
論
を
開
始
し
た
こ

と
を
紹
介
し
、
今
後
と
もA

C
C

SM

＋
３
の
活
動

へ
の
協
力
を
通
じ
て
、
日
本
の
公
務
員
人
事
管
理

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
向
け
た
取
組
の
経
験
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

㈢
　
各
国
の
発
表

【
ブ
ル
ネ
イ
】

N
orfarizal b

in O
thm

an 

首
相
府 

公
務
員

局 

局
長

Ｄ
Ｘ
推
進
の
重
要
性
が
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
世
界

中
で
加
速
し
、
ブ
ル
ネ
イ
で
は
首
相
府
と
財
務
経

済
省
が
共
同
で
、
こ
れ
ま
で
別
々
だ
っ
た
公
務
員

の
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
と
給
与
シ
ス
テ
ム
を
統
合

す
る
と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
人
事
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
目
的
は
、
職
員
が
い
つ
、
ど
こ
か
ら
で
も
ア

ク
セ
ス
し
て
デ
ー
タ
の
更
新
や
勤
怠
管
理
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
統
合
・

共
有
す
る
こ
と
で
科
学
的
な
政
策
決
定
を
支
援
す

る
こ
と
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
簡
素
化
と
シ
ス
テ
ム

の
利
用
性
向
上
に
よ
り
、
業
務
の
質
と
生
産
性
を

高
め
る
こ
と
な
ど
で
す
。
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
、
二
段
階
に
分
け
て
進
め
、
フ
ェ
ー
ズ
一
で

は
給
与
や
コ
ア
な
人
事
管
理
機
能
（
人
事
デ
ー
タ

等
）
を
、
フ
ェ
ー
ズ
二
で
は
そ
の
他
の
人
事
管
理

機
能
（
人
事
評
価
等
）
を
実
装
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
健
康
保
険
な
ど
そ
の
他
の
デ
ー
タ
も

基調講演の様子
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雇
用
を
前
提
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
制
度
だ
け
で
な

く
、
任
期
付
雇
用
も
導
入
し
て
雇
用
制
度
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
化
を
検
討
す
る
こ
と
、
組
織
構
造
を
合

理
化
・
最
適
化
し
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

B
im

a H
aria W

ib
isana 

国
家
公
務
員
庁 

公

務
員
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
総
局 

エ
キ
ス
パ
ー
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
二
億
七
千
万
人
で
、

人
口
に
占
め
る
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合
は
七

〇
％
で
す
が
、
公
務
員
で
は
こ
の
世
代
は
五
三
％

と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
他
方
で
、
地
域
的
な

公
務
員
数
は
人
口
に
ほ
ぼ
比
例
し
、
公
務
員
数
も

人
口
も
約
六
〇
％
が
ジ
ャ
ワ
島
に
集
中
し
て
い
ま

す
。行

政
・
公
務
員
制
度
は
常
に
変
革
を
続
け
、
現

在
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。変
革
へ
の
備
え
と
し
て
、

公
務
員
の
能
力
向
上
（
デ
ジ
タ
ル
・
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
な
ど
）
や
組
織
改
革

（
階
層
型
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組

織
へ
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
例
を
挙
げ
る
と
、
採
用

試
験
は
紙
ベ
ー
ス
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し

た
試
験
に
変
わ
り
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

統
合
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
国
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
国
民

中
心
の
公
務
を
実
現
し
ま
す
。

【
カ
ン
ボ
ジ
ア
】

C
H

H
U

N
 S

ocheat 

公
務
員
省 

公
務
員
政
策

総
局 

局
長

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
は
一
、
六
〇
〇
万
人
、
そ

の
六
〇
％
が
三
〇
歳
未
満
で
、
こ
の
若
い
世
代
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
社
会
・
経
済
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
で
す
。
公
務
員
数
は
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
二

二
万
人
（
警
察
官
と
軍
人
を
除
く
）、
女
性
の
割
合

は
三
五
％
で
、
性
別
、
障
害
、
宗
教
等
に
基
づ
く

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
も
公
平
に
働
け
る
よ
う
、
公
務

に
お
け
る
多
様
性
と
包
摂
性
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
省
は
公
務
員
制
度
改
革
と
行
政
改
革
を

主
導
し
て
お
り
、
改
革
の
三
本
柱
は
、
公
務
員
の

人
材
育
成
、
給
与
制
度
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

（
Ｅ
ガ
バ
メ
ン
ト
等
）
で
す
。
改
革
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や

公
務
員
給
与
の
改
善
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
最
優

先
課
題
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ス
キ
ル
の
向
上
と
リ
ー
ダ
ー
の
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
で
す
。

公
務
の
未
来
に
向
け
た
今
後
の
取
組
と
し
て

は
、
有
為
な
若
者
を
公
務
に
惹
き
つ
け
る
た
め
、

省
ご
と
の
採
用
手
続
を
一
本
化
す
る
こ
と
、
終
身

し
た
。
人
材
開
発
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
効
率
化

を
進
め
て
お
り
、
業
績
と
潜
在
能
力
に
基
づ
い
て

幹
部
候
補
の
選
抜
・
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
9

ボ
ッ
ク
ス
・
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
）。

今
後
、
幹
部
候
補
に
民
間
人
材
を
呼
び
込
む
こ

と
を
計
画
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
中
堅
層
ま
で

そ
の
範
囲
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ラ
オ
ス
】

S
ingthavone D

A
LA

V
O

N
G

 

内
務
省 

公

務
管
理
局 

局
長

ラ
オ
ス
の
公
務
員
数
は
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て

一
七
万
五
千
人
で
、
女
性
の
割
合
は
四
七
％
、
三

五
歳
未
満
の
若
年
層
の
割
合
は
四
〇
％
で
す
。

ラ
オ
ス
の
公
務
に
お
け
る
改
革
は
、
国
の
社
会

経
済
開
発
計
画
・
戦
略
に
沿
っ
て
段
階
的
に
進
め

ら
れ
、
今
年
（
二
〇
二
三
年
）
採
択
さ
れ
た
二
〇

三
〇
年
ま
で
の
公
務
管
理
戦
略
に
は
、
優
先
順
位

の
高
い
九
項
目
（
業
績
管
理
制
度
、
研
修
・
人
材

育
成
、
多
様
性
・
包
摂
性
な
ど
）
の
作
業
計
画
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

人
事
管
理
へ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
も
九
項
目
の
一
つ

で
、
二
〇
一
六
年
に
導
入
さ
れ
た
現
行
の
人
事
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
業
績
評
価
や
研
修
な
ど
の

機
能
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
二
〇
二
六
年
ま
で

に
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
刷
新
し
、
採
用

か
ら
退
職
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
て
を
管
理
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で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

有
為
な
人
材
を
公
務
に
惹
き
つ
け
、
定
着
さ
せ

る
こ
と
や
チ
ェ
ン
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
未
来

の
公
務
に
向
け
て
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

技
術
革
新
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、W

ell-being

や
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
改
善
は
、
課
題
解
決
の
好
機
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

【
マ
レ
ー
シ
ア
】

A
laud

d
in b

in S
id

al 

国
立
行
政
学
院 
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
の
公
務
員
数
は
、
準
連
邦
政
府
機

関
や
州
政
府
機
関
、
自
治
体
等
も
合
わ
せ
て
約
一

六
〇
万
人
で
す
。
コ
ロ
ナ
後
の
今
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
格
差
の
拡
大
、分
断
、人
口
構
造
の
変
化
と
い
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
国
民
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
公
務
に
お
い
て
五
つ
の
新
た
な
規
範
を

促
進
し
、
規
範
の
頭
文
字
を
取
っ
て
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ

な
公
務
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
の
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
、
公
務
内
外

の
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係
者
が
協
力
し
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
Ｒ
は
責

任(Responsibility)

で
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
通
じ

て
、
職
員
及
び
組
織
に
お
け
る
責
任
感
を
醸
成
し

ま
す
。
Ｅ
は
共
感(Em

pathy)

で
、
職
員
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
管
理
職
の
指
導
や
職
場
文
化
を
通
じ
て
、
優

秀
な
若
手
人
材
を
獲
得
し
ま
す
。
Ａ
は
説
明
責
任

(A
ccountability)

で
、多
様
性
と
包
摂
性
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
よ
り
公
務
を
再

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
真
の
違
い
を
生
み
出
し
ま
す
。

Ｔ
は
不
屈
の
精
神
（Tenacity of Purpose

）

で
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
速
や
か
に
、
か
つ
、
効
率

的
に
応
え
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
粘
り
強
く
推
進
し
ま
す
。

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
な
公
務
を
目
指
す
こ
と
で
、
効
率

的
、
効
果
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
国
民
に
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

A
ileen Lourd

es A
. LIZ

A
D

A
 

人
事
委
員

会 

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
事
委
員
会
は
、
二
〇
四
〇
年
ま

で
の
政
府
の
開
発
二
五
か
年
計
画
を
支
援
す
る
た

め
の
改
革
途
上
に
あ
り
ま
す
。
一
億
一
、
七
〇
〇

万
人
の
国
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
一
八
〇

万
人
の
公
務
員
で
提
供
す
る
た
め
に
、
公
務
員
の

能
力
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
変
革(C

H
A

N
G

E)

が
鍵
で
あ
る

こ
と
を
学
び
、
公
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て

お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
一
つ
は
採
用
試
験
で
、
受
験
者
は
全

国
の
会
場
で
実
施
さ
れ
る
筆
記
試
験
又
は
テ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
試
験
の

い
ず
れ
か
を
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
が

あ
り
（
会
場
の
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
が
不
十
分
な

ど
）、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
受
験
者
の
利
便
性
を
高

め
る
実
施
方
法
の
見
直
し
を
検
討
中
で
す
。
も
う

一
つ
は
任
用
面
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
で
、
採
用
者
が
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確
認
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
と
と
も
に
、
政
府
職
員
の
人
事
デ
ー
タ
を
統

合
シ
ス
テ
ム
で
一
元
管
理
し
ま
す
。
人
材
育
成
で

は
、
体
系
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
通
じ
て
分
析

米村総括審議官と各国代表

07 人事院月報　No.893

国際シンポジウム「The Future of Civil Service」の開催　～ ＡＳＥＡＮ諸国との人事行政分野における国際協力の推進 ～人事行政報告

人事院893_004_011_ASEAN_cs6.indd   7 2023/12/21   14:52



や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
習
得
さ
せ
、
将
来
的
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
分
析

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
活
用
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
あ
る
課
題
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
積
極

的
に
改
革
に
取
り
組
み
、
将
来
に
対
応
で
き
る
公

務
を
実
現
し
ま
す
。

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】

C
hristopher P

R
A

G
A

S
A

M
 

首
相
府
公
務

員
局 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
及
び
国
際
関
係
課
長

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
務
員
は
約
一
五
万
人
で
、

労
働
人
口
の
六
・
二
％
を
占
め
ま
す
。
公
務
に
お

け
る
課
題
は
、
成
果
を
も
た
ら
し
、
か
つ
、
将
来

の
た
め
に
変
革
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
い
か
に
育
成

す
る
か
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
将
来
に
備
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ス
キ

ル
、
経
験
の
多
様
性
（
官
民
の
流
動
性
に
よ
る
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
学
び
合
い
等
）、
国
民
の

た
め
に
で
は
な
く
、
国
民
と
と
も
に
と
い
う
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
中
核
的
な
価

値
で
す
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
し
て
、
私
た
ち
は
リ
ー

ダ
ー
が
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
効

果
的
な
行
動
を
明
確
化
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
開
発
す

る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
が
自
身
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
レ
ベ
ル
を
認
識
で
き
る
よ
う
、
三
六
〇
度

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら

各
リ
ー
ダ
ー
の
強
み
と
成
長
分
野
を
導
き
出
し
、

「
経
験
か
ら
の
学
び
」「
コ
ー
チ
ン
グ
や
メ
ン
タ

リ
ン
グ
等
の
他
者
か
ら
の
学
び
」「
研
修
」
を
七

対
二
対
一
の
割
合
で
実
施
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
ま

す
。リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
は
個
人
だ
け
で
な
く
集

団
的
な
努
力
が
必
要
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
互
い
の
知

見
を
共
有
し
て
成
長
し
、
未
来
の
公
務
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

【
タ
イ
】

P
ip

aw
in LE

E
S

A
M

P
H

A
N

D
H

 

人
事
委
員

会
事
務
局 

公
的
部
門
人
材
デ
ー
タ
分
析
ユ
ニ
ッ

ト
課
長

タ
イ
の
人
口
は
約
六
、
六
〇
〇
万
人
で
、
公
務

員
数
は
地
方
な
ど
も
含
め
て
約
一
三
〇
万
人
で

す
。
こ
の
う
ち
、
一
般
職
の
公
務
員
は
約
四
二
万

人
、
そ
の
約
七
〇
％
は
女
性
で
、
年
齢
層
で
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
が
四
六
％
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｘ
が
四
四
％
と
多
く
、
世
代
間
で
考
え
方
が
異
な

る
た
め
、
政
策
立
案
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て
重
要
で
す
。

課
題
は
若
く
有
為
な
人
材
の
確
保
で
、
国
の
奨

学
金
制
度
は
以
前
ほ
ど
若
者
を
惹
き
つ
け
る
効
果

が
な
く
、
ま
た
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
重
視

す
る
若
い
専
門
家
に
と
っ
て
転
職
は
当
た
り
前
で

あ
り
、
定
着
さ
せ
る
に
は
給
与
水
準
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
予
算
の
制
約
か
ら
困
難
で

す
。　　そ

の
た
め
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
の
結
果

に
基
づ
い
て
改
善
策
（
自
律
的
な
仕
事
の
遂
行

等
）
を
講
じ
た
り
、
全
省
的
に
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
高
位
ポ
ス
ト
へ
の
配
置
等
）
に
取
り
組

ん
だ
り
し
て
お
り
、
離
職
率
は
六
％
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
「
今
後
の
公
務
に
必

要
な
改
善
」
を
尋
ね
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
は
、

若
者
と
の
一
層
の
対
話
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ネ
ル

が
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

未
来
の
公
務
に
向
け
て
、
タ
イ
人
事
委
員
会
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
を
通
じ
、
各
機
関
に
お

け
る
分
散
型
で
個
別
化
さ
れ
た
条
件
の
下
で
の
運

用
を
可
能
に
し
つ
つ
、
人
事
管
理
の
公
正
性
を
担

保
し
ま
す
。

【
ベ
ト
ナ
ム
】

C
H

U
 Tuan Tu 

内
務
省 

国
際
協
力
局 

局
長

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
向
で
透
明
性
が

高
く
、
専
門
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
を
目
指
し
て

改
革
を
進
め
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

国
民
の
満
足
度
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
八
〇
％
以

上
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
九
〇
％
以
上
、
二
〇
三
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〇
年
ま
で
に
九
五
％
以
上
と
す
る
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
を
測
定
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
指
数
を
開
発

し
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
は
地
方

レ
ベ
ル
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
に
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
に
は
政
策
の
立
案
と
実
施
も
調
査

対
象
と
す
る
見
直
し
を
行
い
、経
済
開
発
、医
療
、

教
育
、
社
会
保
障
等
の
八
つ
の
政
策
分
野
に
つ
い

て
、
国
民
の
意
見
と
評
価
、
満
足
度
、
ニ
ー
ズ
と

期
待
を
調
査
し
、
首
相
は
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
国
民
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向

け
た
改
善
策
を
効
率
的
に
実
施
で
き
る
た
め
、
評

価
結
果
は
徐
々
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
未
来
の
公
務
に
向
け
て
や
る

べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
行

政
手
続
の
一
層
の
透
明
性
・
利
便
性
の
向
上
、
Ｄ

Ｘ
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
】

N
icole S

TE
E

LE
 

公
務
委
員
会 

職
員
分
析
担

当 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の

進
歩
に
伴
う
変
化
へ
の
対
応
や
、
在
宅
勤
務
に
慣

れ
た
職
員
を
い
か
に
し
て
職
場
に
引
き
戻
す
か

等
、
み
な
さ
ん
と
同
様
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
雇
用
主
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
有
為
な
人
材
を

惹
き
つ
け
、
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
職
員
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
、
二
〇
一
二
年
以
降
毎
年
、
職

員
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
公
務
は
小
さ
く
、
職
員
数
は
約
一
六
万
人

で
す
が
、
二
〇
二
三
年
の
調
査
の
回
答
率
は
八

〇
％
で
し
た
。

こ
の
意
識
調
査
で
は
、
仕
事
の
要
求
度
︱
資
源

モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
、
前
者
で
は
業
務
負
荷
や
業

務
量
、
時
間
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
の
情
報
を
、
後

者
で
は
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ

テ
ィ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
柔
軟
な
勤
務
形
態

等
の
情
報
を
集
め
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

要
素
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
な
職
場
構
造
を
五

つ
の
指
標
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、W

ell-
being

、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
幹
部
／
直
属
上
司
））
で
シ
ン
プ
ル
に
評
価
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
職
員
全
体
、
年
齢
別
、

世
代
別
等
で
分
析
す
る
こ
と
も
で
き
、
必
要
な
政

策
の
対
象
や
内
容
を
導
き
出
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
、
透
明
性
を
も
っ
て

結
果
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

㈣
　
討
議

討
議
で
は
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
川
村
晃
一
次
長
が

司
会
・
進
行
を
行
い
、最
初
に
中
国
と
韓
国
か
ら
、

各
国
の
発
表
に
対
す
る
感
想
な
ど
を
聞
き
ま
し

た
。
中
国
か
ら
は
、「
各
国
の
公
務
員
人
事
管
理

制
度
に
相
違
点
は
あ
る
が
、
質
の
高
い
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
公
務
を
構
築
す
る
と
い
う
基

本
理
念
は
共
通
」、
韓
国
か
ら
は
、「
有
為
な
人
材

を
惹
き
つ
け
、
維
持
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
と
い
う
課
題
は
各
国
共
通
」
等
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
川
村
氏
は
、「
未
来
の
公
務
に
向
け

た
各
国
の
発
表
で
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
っ
た
。

職
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、W

ell-being

、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
挙
げ
ら
れ
た
」
と
総
括
し
た
上
で
、
参
加
者

討議の様子
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に
好
事
例
の
共
有
や
議
論
を
深
め
た
い
点
に
つ
い

て
発
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
議
論
は
大
き
く
、
①

職
員
の
意
識
・
満
足
度
の
調
査
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
、②
若
者
を
い
か
に
し
て
公
務
に
惹
き
つ
け
、

定
着
さ
せ
る
か
、
の
二
点
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

一
点
目
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

は
、「
一
〇
年
以
上
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

最
初
は
聞
き
た
い
質
問
を
全
て
入
れ
て
し
ま
い
、

質
問
項
目
が
多
過
ぎ
る
と
い
う
失
敗
を
し
、
大
事

な
の
は
質
問
数
で
は
な
く
、
結
果
を
行
動
計
画
に

移
す
こ
と
だ
と
学
ん
だ
。
調
査
結
果
か
ら
は
、

LG
BT

Q

や
障
害
者
、
年
齢
階
層
等
の
グ
ル
ー
プ

別
に
ど
の
よ
う
な
問
題
や
差
が
あ
る
か
と
い
っ
た

情
報
も
得
ら
れ
る
の
で
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
対

象
や
内
容
を
検
討
す
る
の
に
有
益
」、
タ
イ
か
ら

は
、「
二
〇
二
〇
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
様
、
質
問
数
が
多
過
ぎ
て
回
答

意
欲
を
減
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
失
敗
が
あ
る
。
二

〇
二
二
年
か
ら
は
、
他
国
と
比
較
で
き
る
よ
う
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
三
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
仕
事
／
組
織

へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
六
つ
の
質
問
と
、
タ
イ

独
自
の
質
問
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
人
事
管
理
の
様
々
な

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
か

を
把
握
し
、
そ
れ
を
ま
た
調
査
に
取
り
入
れ
る
と

い
う
、
職
員
経
験
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

い
る
」、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
、「
数
年
前
か
ら

実
施
し
て
い
る
が
、
内
容
の
重
点
は
徐
々
に
変
化

し
て
い
る
。
以
前
は
組
織
文
化
に
焦
点
を
当
て
て

調
査
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
研
修
の
欠
如
、
組
織

は
好
き
だ
が
上
司
は
嫌
い
、
長
時
間
労
働
な
の
に

給
与
が
低
い
等
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

最
近
は
二
年
半
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
職
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
多
様
性

（
性
別
だ
け
な
く
、
経
験
や
ス
キ
ル
の
多
様
性
を

含
む
）、W

ell-being

、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
深
い

ス
キ
ル
・
能
力
の
付
与
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
国
か
ら
は
高
齢
職
員
の
活
用
も
含
め

た
日
本
の
経
験
を
聞
か
れ
、
岩
崎
敏
公
務
員
研
修

所
長
は
、「
過
去
五
年
間
に
二
度
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
調
査
を
実
施
し
、
若
手
の
満
足
度
の
低
さ

と
キ
ャ
リ
ア
へ
の
強
い
意
識
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
調
査
結
果
を
政
策
に
活
か
し
て
お
り
、
調
査

は
政
策
決
定
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
職
員
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
再
任
用

制
度
は
短
時
間
勤
務
が
多
く
、
定
年
延
長
は
高
齢

職
員
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
活
用
し
た
い
と
い
う
意
図

が
あ
る
」
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
若
者
を
公
務
に
惹
き
つ
け
、
定
着
さ
せ

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
か
ら
は
、「
一
つ

の
施
策
は
政
府
の
奨
学
金
制
度
だ
が
、
応
募
者
の

激
減
は
制
度
を
変
更
し
な
け
れ
ば
と
い
う
大
き
な

シ
グ
ナ
ル
に
な
り
、
卒
業
前
の
学
生
も
対
象
と
す

る
な
ど
、
新
た
な
ス
キ
ー
ム
を
作
っ
た
。
ま
た
、

政
府
の
奨
学
金
で
外
国
の
大
学
院
で
学
び
、
意
欲

を
持
っ
て
戻
っ
て
き
て
も
、
奨
学
金
の
期
間
が
終

了
し
た
途
端
に
公
務
員
を
や
め
て
し
ま
う
若
者
も

い
た
た
め
、
留
学
前
に
公
務
で
研
修
を
受
け
、
奨

学
金
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
若
者
を
惹
き
つ
け
ら

れ
る
制
度
に
で
き
る
の
か
、
改
革
の
途
上
に
あ

る
」、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
、「
か
つ
て
は
民
間

に
転
職
し
た
者
は
公
務
に
戻
り
づ
ら
か
っ
た
が
、

公
務
と
民
間
を
行
き
来
す
る
者
も
多
く
な
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
五
～
六
〇
〇
万
人
で
有

為
な
人
材
は
限
ら
れ
、
転
職
し
て
も
公
務
に
戻
っ

て
き
て
民
間
で
の
経
験
を
公
務
に
還
元
し
て
も
ら

い
た
い
。
た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
転
職
し
た
者
と

の
関
係
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
」、
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
は
、「
若
手
職
員
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
将

来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
若
者
に
研
修
の
機
会
を
与

え
、
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
尊
敬
の
念

を
持
っ
て
職
員
と
接
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス

タ
イ
ル
や
、
職
員
が
支
援
さ
れ
て
い
る
、
尊
重
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
職
場
文
化
の
醸
成
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
」、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
は
、

「
今
の
人
材
プ
ー
ル
の
弱
み
は
ソ
フ
ト
ス
キ
ル

で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
チ
ー
ム
作
り
と
そ
の
管
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理
、
他
者
を
育
成
す
る
能
力
が
足
り
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
や
コ
ー
チ
ン
グ
の
機

会
を
提
供
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
の
重
要
性
と
そ
れ
に
よ
っ
て
自

己
成
長
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た
り
し
て
い
る
」、

韓
国
か
ら
は
、「
公
務
の
人
気
が
落
ち
て
お
り
、

か
つ
て
は
公
務
職
場
を
宣
伝
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
が
、
今
は
大
学
や
高
校
に
行
き
、
有
為
な
若
者

を
公
務
に
惹
き
つ
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
省
で
は
若
手
職
員
に
メ
ン

タ
ー
を
つ
け
、
公
務
職
場
に
な
じ
め
る
よ
う
、
居

心
地
の
良
い
職
場
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

各
国
の
現
状
や
取
組
な
ど
を
聞
き
、
米
村
総
括

審
議
官
は
、「
各
国
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
若
者
に
公
務
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
人
事
院
で
は
、
試
験
の
準
備
が
大
変
と

い
う
意
見
を
踏
ま
え
、
時
事
問
題
を
増
や
す
な
ど

の
試
験
改
革
を
し
た
り
、
若
者
が
ア
ク
セ
ス
す
る

情
報
源
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
足
り
な
い
と
い
う
反

省
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
し

た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て
も

処
遇
が
悪
け
れ
ば
職
業
と
し
て
選
択
肢
に
な
ら
な

い
と
考
え
る
若
者
が
増
え
て
お
り
、W

ell-
being

や
成
長
を
実
感
で
き
る
育
成
、
個
を
大
事

に
す
る
人
事
を
実
現
す
べ
く
、
職
員
と
の
対
話
を

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
」
と
、
取
組
の
方
向
性

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
事
委
員
会
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、T

ikT
ok

も
や
っ
て
い

る
。
ま
た
、
我
々
が
実
施
す
る
公
務
員
試
験
は
入

口
の
試
験
で
あ
り
、
理
解
度
を
確
認
す
る
テ
ス
ト

(C
om

prehension test)

、
数
学
、
一
般
知
識
、

法
律
問
題
が
少
し
と
い
っ
た
内
容
で
、
特
に
特
殊

な
わ
け
で
は
な
い
が
、
合
格
率
は
一
〇
～
一
二
％

で
、
合
格
者
は
さ
ら
に
、
各
省
で
よ
り
難
し
い
試

験
を
受
け
る
。給
与
体
系
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

民
間
に
準
じ
る
よ
う
な
制
度
に
数
年
を
か
け
て
改

革
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
川
村
氏
か
ら
、「
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
、
発
言
に
よ
り
、
各
国
の
行
政
・
公
務
員

制
度
が
異
な
る
中
で
も
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て

各
国
の
経
験
を
共
有
で
き
た
」
と
、
各
国
代
表
に

謝
意
を
述
べ
て
討
議
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

A
C

C
SM

+

３
は
公
務
行
政
に
関
す
る
共
通
理

解
を
深
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

り
、
人
事
院
は
プ
ラ
ス
3
の
一
か
国
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
も
そ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
協
力

関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
を
通
じ
て
、
国
境
を
越
え
た
パ
ー
ト

三
お
わ
り
に

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
各
国
の
課
題
解
決
と
行
政
の
質

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
実
感
し
ま

し
た
。
先
が
見
通
し
に
く
い
時
代
に
あ
っ
て
、
各

国
の
描
く
「
公
務
の
未
来
」
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、A

C
C

SM

＋
３
が
協
力
関
係
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
事
院
は
今
後
も
こ

の
枠
組
み
に
積
極
的
に
関
与
し
、
各
国
人
事
行
政

機
関
と
手
を
携
え
て
、
公
務
員
制
度
の
発
展
と
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

川本人事院総裁と代表団

人事院のウェブサイトから、シンポジウムのアーカイブ配信をご覧いただけます。
（日本語）https://www.jinji.go.jp/kokusai/asia.html
（英　語）https://www.jinji.go.jp/eng/policies/international/accsmplusthree.html
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